










　



　



事　　業　　区　　分 補助率 限　　度　　額

新規作物・園芸作物増棟支援 ８割以内 1,500 千円

新規作物等導入支援 1/2 　450 千円

雪中ブランドづくり支援 ８割以内 1,500 千円

就農・婚姻後 10 年未満の後継者支援 ８割以内 1,500 千円（園芸作物増棟）



　　　　　　　　　

　若い世代の住宅新築・中古住宅取得に対する支援を更に拡充するとともに、中古住宅取得後に行うリ
フォームの年数要件を緩和し、移住定住の促進を図ります。

区　　　分
現　　　行 拡　　　充

交　付　額 交　付　額

① 住宅新築 土地購入
２０歳代 　１７０万円 　１７０万円
３０歳代 　１３０万円 　１３０万円
４０歳以上 　　５０万円 　　５０万円

自己所有地 　　５０万円 自己所有地にも上記適用

② 土地購入
　　３０万円 　　３０万円
3 年以内に住宅新築 3 年以内に住宅新築

③ 町内業者での建設 　　７０万円 　　７０万円

④ 融雪溝設置路線に新築 　１５０万円（①に加算） 　１５０万円（①に加算）

⑤

中古住宅購入 　　５０万円（限度） 　　５０万円（限度）

※子育て世帯が住宅取得と同時に改築する場合、２００万円以上の工事費に対して５０万
円を加算

※子育て世帯が取得し 3 年以内に改築する
場合 200 万円以上の工事費に対して 100
万円を加算

⑥ 中古住宅取壊し新築 限度額１００万円（①に加算）限度額１００万円（①に加算）
⑦ 住宅リフォーム（改修費の 1/4 以内）　　２５万円（限度） 　　２５万円（限度）
⑧ 子育て世帯住宅新築 　５０万円／人（①に加算） 　５０万円／人（①に加算）
⑨ 融雪施設 　　２０万円（限度） 　　２０万円（限度）

※子育て世帯とは、中学生以下の子供を養育する世帯

◆ずっと住みつづけられる環境づくり◆



　平成 27 年度に国基準の保育料に対し「３０%」→「５０%」に軽減拡大を図ったところですが、更に軽減
率を拡大し「８０% 軽減」を実施するとともに、多子軽減策を拡充し就学前の子育て世帯の経済的負担軽減を
図ります。
　《多子軽減の拡充》

現　　行 改　　正
対基準となる第１子目の年齢基準 小学校３年生以下の子どもの人数 義務教育修了前の子どもの人数
保育料（軽減後の保育料に対し） 1 人目　全額・2 人目　半額

3 人目以降無料
1 人目　全額・2 人目以降無料





一般会計
歳入予算

47.8 億47.8 億

地方交付税地方交付税

19 億 8,554 万19 億 8,554 万
41.5%41.5%

国・道支出金国・道支出金

5 億 9,513 万5 億 9,513 万
12.5%12.5%

町債町債
3 億 2,840 万3 億 2,840 万 6.9%6.9%

地方譲与税及び交付金地方譲与税及び交付金
1 億 1,490 万　　2.4%1 億 1,490 万　　2.4%

町税町税
3 億 1,235 万3 億 1,235 万 6.5%6.5%

基金繰入金基金繰入金

6 億 1,292 万6 億 1,292 万

12.8%12.8%

使用料及び手数料使用料及び手数料

8,568 万　　1.8%8,568 万　　1.8%

諸収入諸収入
1 億　546 万　　2.2%1 億　546 万　　2.2%

その他収入その他収入
2 億 5,742 万2 億 5,742 万

5.4%5.4%

寄附金寄附金
3 億 8,220 万　　8.0%3 億 8,220 万　　8.0%

会　計　名 当初予算額 対前年比

一　般　会　計 47 億 8,000 万 22.6％

特
別
会
計

養 護 老 人 ホ ー ム 2 億 6,663 万 ▲ 0.3％
特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 2 億 9,774 万 ▲ 7.6％
高 齢 者 グ ル ー プ ホ ー ム 4,057 万 ▲ 0.1％
介 護 保 険 3 億 9,080 万 3.1％
国 民 健 康 保 険 5 億 5,423 万 ▲ 2.1％
後 期 高 齢 者 医 療 5,512 万 ▲ 7.5％
公 共 下 水 道 2 億 2,146 万 1.3％

合　　計 66 億　658 万 14.8％



基金の区分
27 年度末

現在高
（見込）

平成 28 年度中の増減 28 年度末
現在高

（見込）
利子積立 新規積立 取　崩

財政調整基金 336,397 404 50,000 286,801
減債基金 521,514 657 522,171

　

特
定
目
的
基
金　

振興基金 717,272 861 650 257,058 461,725
自動車学校基金 462 1 463
ふるさとづくり基金 230,926 150 310,000 184,178 356,898
社会福祉基金 79,823 96 1 15,691 64,229
農業振興基金 172,162 207 72,000 34,352 210,017
農業者人材育成基金 6,126 8 1,000 5,134
農地流動化基金 6,585 8 17,100 4,247 19,446
商工観光振興基金 53,052 64 1 6,996 46,121
企業等誘致推進基金 30,373 37 3,593 26,817
移住定住応援基金 69,523 84 16,800 52,807
みどりの景観等保全基金 11,169 14 368 10,815
スコーレ基金 30,922 36 1 6,524 24,435
青少年スポーツ文化振興基金 571 1 1 300 273
地域医療確保安定化基金 244,380 519 29,500 215,399
学校教育振興基金 204,400 245 1 2,314 202,332

特定目的基金合計 1,857,746 2,331 399,755 562,921 1,696,911

定額 奨学資金貸付基金 6,158 8 100 6,266

定額運用基金合計 6,158 8 100 6,266

基金総合計 2,721,815 3,400 399,855 612,921 2,512,149

　注）今後の決算により移動が生じます。
　　   

平成 27 年度末
現在高（見込）

平成 28 年度中  平成 28 年度末
現在高（見込）償還元金

見込額
新規借入
見込額

2,889,402 357,764 433,700 2,965,338

　注）今後の決算により移動が生じます。

消防費消防費

1 億 7,492 万　3.7%

その他支出
4,734 万 1.0%

一般会計
歳出予算

47.8 億47.8 億

総務費

5 億 4,644 万

11.4%

総務費

5 億 4,644 万

11.4%

民生費

5 億 8,808 万

12.3%

民生費

5 億 8,808 万

12.3%

衛生費
3 億 1,176 万

6.5%

衛生費
3 億 1,176 万

6.5%

農林水産業費

5 億 8,535 万

12.2%

農林水産業費

5 億 8,535 万

12.2%

商工費

2 億 7,655 万 5.8%

商工費

2 億 7,655 万 5.8%

土木費

5 億 8,148 万

12.2%

土木費

5 億 8,148 万

12.2%

3 億 9,279 万

8.2%

公債費公債費

3 億 9,279 万

8.2%

職員費

6 億 3,369 万

13.3%

職員費

6 億 3,369 万

13.3%

諸支出金

（基金積立金等）

4 億 671 万

8.5%

諸支出金

（基金積立金等）

4 億 671 万

8.5%

教育費教育費

2 億 3,489 万2 億 3,489 万

4.9%4.9%



移住コーディネーター
（地域おこし協力隊）

定住支援員

出身地：札幌市
趣　味：携帯ゲーム
抱　負：沼田町へ移住しやす
く転出したくならない環境づ
くりとＰＲをガッツリしてい
きます。

佐
さ さ き

々木　儀
きたる

沼
ぬま た

田　祐
ゆうすけ

輔
出身地：大阪府
趣　味：音楽
　　　　古いものを集める
抱　負：移住コーディネーター
と共に住む人々が楽しいと感
じれる町にしていきたいです。
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保険料率が変りました 

平成 26・27年度

 年 

間 

 
51,472 円 

 
平成 28・29年度

 
49,809 円 

年 

間 （1,663 円減） 

平成 26・27年度

 年 

間 

 
平成 28・29年度

 
10.52％ 

 
10.51％ 

年 

間 （0.01 ポイント減） 

平成 26・27年度

 年 

間 

 
平成 28・29年度

 
5７万円 

 
57 万円 

年 

間 （変更なし） 

  

 

５割軽減

２割軽減

３３万円＋（２６万円 ×世帯の被保険者数）
所得が次の金額以下の世帯軽減割合

３３万円＋（４７万円 ×世帯の被保険者数）

５割軽減

２割軽減

３３万円＋（２６万５千円 ×世帯の被保険者数）
所得が次の金額以下の世帯軽減割合

３３万円＋（４８万円 ×世帯の被保険者数）

平成２７年度まで

平成２８年度より

 
保険料の計算方法 

均等割 
【1人当たりの額】 

49,809 円 

所得割 
【被保険者本人の所得に応じた額】 

（平成 27年中の所得－33万円）×10.51％ 

１年間の保険料 
【限度額５７万円】 

（100 円未満切捨て） 
 

●1年間の保険料の上限額は57万円です。 
●75歳になった時など、年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割りで計算します。 

 次の①～③に当てはまる被保険者の方は、保険料が軽減されます。 

 

 保険料率が 

変りました 



 

円 約 円 減

円 約 円 減

円 約 円 減

円 約 円 減

９割軽減

軽減割合

8.5割軽減

所得が次の金額以下の世帯

33万円

前年度比

24,904

1,300

800

２割軽減 39,847

５割軽減

200

300

平成28年度

4,980

7,471

33万円＋（48万円×世帯の被保険者数）

33万円かつ被保険者全員が所得０円
（年金収入のみの場合、受給額80万円以下）

33万円＋（26万5千円×世帯の被保険者数）

 

 

所得から33万円を引いた額が58万円以下の方 ５割軽減

所得が次の金額以下の方 軽減割合 

 

区
分

夫

妻

夫

妻

夫

妻

夫

妻

夫

妻

夫

妻

夫

妻

夫

妻
216万円 264万円2割

215万円 262万円2割

11,700円減

211万円 2割
－

－

168万円 300円減8.5割 5割

5割5割

168万円

80万円 80万円

153万円 153万円

9割

8.5割 ー

200円減

300円減

－

ー

4,900円

7,400円

15,300円

70,300円

105,000円

106,000円

－

1,300円減

1,400円減

9割

均等割

軽減

－

－

2割

2割

5割

－

39,800円

221万円

夫の

年金収入

8.5割

前年度比

－

－

7,400円

96,300円

7,400円

800円減

900円減
220万円

所得割

軽減

－

－

－

5割

8.5割

－

5割

800円減

900円減

95,300円

24,900円

7,400円

1,300円減

11,700円減

11,600円減

16,400円減

16,200円減

15,300円 300円減

300円減

156,500円

39,800円

154,400円

16,300円減

200円減

200円減

300円減

－

－

－

300円減

1,400円減

55,300円

24,900円

平成28年度

4,900円

4,900円

前年度比

5割

24,900円
46,700円5割5割

年金収入
均等割

軽減

所得割

軽減
平成28年度

194万円

194.5万円

211万円900円減46,400円5割5割

 

 次の①～③に当てはまる被保険者の方は、保険料が軽減されます。 

 ●軽減は、被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。 
●被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。 

 
世帯の所得に応じて、４段階の軽減があります。 

 
被保険者個人の所得で判定します。 

  この制度に加入したときに被用者保険（主にサラリーマンの方が加入している健康保険）の被扶養者
だった方は、所得割はかからず、均等割が９割軽減になります。 



Ｑ：なぜ野菜は食べたほうが良いの？
Ａ：野菜には健康維持のために大切な栄養素（ビタミン・ミネラル）　
が多く含まれており、生活習慣病や肥満の予防に役立つからです。



消　報 深川地区消防組合深川消防署
沼田支署予防担当☎ 35-2050



犯罪の発生状況　　　　　　　　　　　　　　（平成28年 3月末現在）
空き巣

事務所
荒　し

出店荒し 万引き 置引き 鉄板盗
自動車・

オートバイ盗
自転車盗 車上狙い

部品
ねらい

詐欺
軽油

灯油盗
その他 合計

平成 28 年 １ １ １ ３

平成 27 年 ２ １ ３

町内における交通事故件数
人身事故 物損事故

平成 28 年 　 １ 平成 28 年 ２８
平成 27 年 ３ 平成 27 年 １５

町民が町外で第１当事者と
               なった人身事故件数
平成 28 年 １
平成 27 年 １



司書の司書のイイイチチチオオオシ！シ！シ！
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町長 副町長 ◎高橋征一　　前田直輝　　（◎赤井圭二）　  （○伊藤　勲）　 （田中恵理華）

金平嘉則 栗中一弘 【内閣府派遣：○大原利啓】

 　

グループ長◎小玉好紀 ○下口あゆみ　○中山裕樹　　中田由布子　　
　（○森田康弘）　 （鈴木涼馬）　（大島裕介）　　

グループ長○森田康弘　 大島裕介　　（鈴木涼馬）　

グループ長(◎前田昌清)   ○片岡好時    ○宮下麻由　 　鈴木涼馬　

室長(◎瀧本周三)   （○川嶋　智）　　（○伊藤　勲）　　吉田栞那　　《富嶋敬二》

グループ長（◎瀧本周三）   ○丹　美香子　  ○川嶋　智　　○大山 勇太　　 (押切勇哉）　　（吉田栞那）

　                                　　

グループ長◎亀谷良宏   ○岡部昌幸　 （○伊藤　勲）　　押切勇哉

　 【経産局派遣：○吉田正晴】

センター長（横山　茂）   ○伊藤　勲　　（○川嶋　智）

施設長　（瀧本周三）   工場長　≪門間幸弘≫   ○塩田　崇　　（吉田栞那）　  

農場長（◎高儀和明）   統括主査○中野勝文

グループ長(◎福井　美由樹)   （○竹田優子）　（松坂一樹）　《岩渕友美》

グループ長(◎福井　美由樹)   ○岩井俊直　　松坂一樹　　（西山達也）　

【北空知衛生センター派遣：○中田正己】

グループ長○斉藤真二   ○竹田優子  　 西山達也　　《辻山典哉》

室長　◎岡田敏行   （○岩井俊直）　　（松坂一樹）

グループ長◎神薮　太   ○一戸邦仁　　阿部拓朗　　（林祐太朗）　 

○渡辺正人　○山下広大　　深尾知未

   課長　黒田美和 グループ長（◎西尾佳代）  　鈴木悠里江 　小木明日美　松野友迪　三田紫乃　佐藤麻衣子　　（深尾知未）

  （○一戸邦仁）

グループ長◎按田義輝   ○小西ちはる　　○高橋かおり　　林祐太郎　　（○渡辺正人）　

【社会福祉協議会派遣 センター長（◎西尾佳代）   （○渡辺正人）　（○山下広大）　（深尾知未）

　     事務局長　谷口　勲】

室長(◎神薮　太)   （ ○一戸邦仁）　 (阿部拓朗）　　 

【沼田保育園派遣：大美彩夏　東峰未佳】

室長◎赤井圭二   （○小西ちはる）　（○渡辺正人）

グループ長（村中博隆）   ○沼本次登　　

グループ長（村中博隆）   ○土井佑起　　○宮沢　勝　

　村中博隆

○林　雅彦　 ○平山聖子　 安藤裕輔　　梅田淳子　

　井上由香里　大江清和　はざま絵美  井川彩花　林ゆかり　岩渕椎奈　鈴木郁香

   園長　安念昌典
○荒川幸太　　 ○野田智彦　　髙橋さおり 　松田幸子　　能登千恵美　　林　美月

○宮川　縁   ○住友由起子　水上貴雅　高橋竜介　はざま宏一 　川田和也　稲田　涼　獅々堀　秀　越智正典　梅田美久　 　

   園長　森田秀幸  　横山佳織　杉山明奈美　川谷郁美　佐々木恵里　下司里奈　遠藤　晃　川村純貴　池田拓矢 　 　　　

施設長（森田秀幸）   (○荒川幸太） 　加藤みさ　石田和恵

 室長　（篠原　毅）   （◎前田昌清）　 （○宮下麻由）

教育長 ◎篠原　暁　○渡辺　忍　　（○辻　洋子）　 （○菊池詩織）　

生沼篤司 ○高橋光一　（○岩井俊直）　　田中恵理華　　富田　匠　 （松野友迪）　《長野時敏》

教育委員長　青木健治    次長　浅野信行

○菊池詩織

 ○辻　洋子

 館長  (浅野信行)   ◎篠原　暁　

　                         　    田中嘉寛

館長　（浅野信行）

館長　（浅野信行）

　 ≪安部好美≫

　  野　博幸　　道念ひろみ

政策推進室

総務財政課

農業商工課

　   課長補佐　瀧本周三

住民生活課

   課長　中野栄治

保健福祉課

建　設　課

  室長　吉田憲司

  課長　　菅原秀史

　   次長　春山顕一

農業総合対策室

広報情報グループ

総務グループ

財務グループ

福祉グループ

　   課長補佐　前田昌清

  課長　横山　茂

  課長　嶋田英樹

子育て支援推進室

地域包括支援センター

商工観光グループ

農業振興グループ

利雪技術開発センター

就農支援実習農場

健康グループ

移住定住応援室

農産加工場

あんしんセンター準備室

教育委員会 事　務　局

図　書　館　

技術グループ
   技術長（課長職）

管理グループ

出　納　室

特別養護老人ホーム
旭寿園

　   課長補佐　福井美由樹

　    課長補佐　西尾佳代

会計管理者　篠原　毅

会計管理者

認知症高齢者
グループホームなごみ

窓口グループ

生活環境グループ

税務グループ

保険グループ

中　学　校

町民会館

養護老人ホーム和風園

こども館

化　石　館

小　学　校

体　育　館

議長　渡邊敏昭

会長　山岡禎弘

代表監査委員　金子幸保
書記長（菅原秀史）

書記次長（◎小玉好紀）　（○森田康弘）　（○下口あゆみ）　

委員長　野上　悊 （○中山裕樹）　(中田由布子）　　（大島裕介）

委員長　大三島　茂

沼田町公平委員会

沼田町議会 事務局長　◎三浦　剛　　　林　亮太

事務局長　◎高儀和明　　（○丹 美香子）  

書記長　（◎三浦　剛）　　（林　亮太）

（菅原秀史）　(◎小玉好紀）　（○下口あゆみ）

課長（中野栄治）　　○高橋直幸　　（○宮沢　勝）　

事務次長（菅原秀史）　　　　◎吾子宏一　　○長谷川祐一　　○深瀬利洋　

支署長　◎片岡輝雄　　　 　◎吉川博幸　  ○河原康利　   　 ○横山　諭　　

副支署長　◎中村英司　　　戸松大輔　　松橋　佑　　大町研太　

                                        山根直峰　　丸山圭太　　岩田教嗣

沼田町選挙管理委員会

深川地区消防組合
沼田支署

水道事業

沼田町監査委員

沼田町農業委員会






